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質を単離した。NMR等の構造解析により、これらの化合物は potassium lactate, potassium succinateおよび
potassium acetateであることがわかった。したがって農産廃棄物であるソバ殻の水滲出物を有効利用するこ
とにより、作物の成長調節剤としての応用が期待できる。















出物から、促進的アレロパシー物質として potassium lactate、potassium succinate および potassium acetate を
見い出している。本研究で見い出した caprolactamならびに6-aminohexanoic acid は、種選択的なアレロパシー
物質であり、このことは、ソバが相手植物とコミュニケーションを図り、それによって作用させる物質をコ
ントロールしているという画期的な発見であり、学術的にも大いに意義がある。本研究の成果は、選択的な
除草剤や植物成長調節剤の開発にも応用できるものと期待される。
　よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
